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国際的視座か ら見 える仏教研 究の 現状 と展望

　　　　北米， 韓国， 中国， 欧州 ， 日本

　　　　　　　　　　　　　 代表　田中ケネス （武蔵野大学教授）

　本パ ネル で は
， 北米 ， 韓 国 ， 中国 ， 欧州 の 地域 を代表する四名の 仏教学者が発

表 し， 後半 日本の 研究者が加わ り，
こ れ ら四 地域 と 日本の 仏教学 の 状 況 と展 望 に

つ い て 議論 した ．

発表 1 「カ ナ ダ ・ア メ リ カ に お ける仏教研究の 現状 と展望」 ジ ェ シ カ ・メ イ ン

（ブ リテ ィ シ ュ
・

コ ロ ン ビア大学講師）

　北米仏教学の 歴 史は短 く，
初め て の 博士課 程が 設置 され た の は六 十年代で あ っ

た． 今 日 ， 十 数の 大 学で 仏教 学の 専 門 プ ロ グ ラ ム が 存在す る ほ ど成長 し，
1996−

97年 の 2 年 間 に ，北 米の 大学 で 76 の 仏教 を テ ー マ とす る博士 号 が 出 され た． こ

れ は 日本 を超 える数字 で あ ろ う． 最近 出版 され た 「プ リ ン ス トン 仏教辞典』 は 北

米仏 教学 を象徴す る もの で あ り， そ の 特徴 と して
，

1）イ ン ド仏 教 を仏教 の 本質

と位置づ けない こ と， 2）モ ダ ン 仏教 を仏教の 本質か ら逸脱 した もの と捉 えない

こ と
， 3）軽視 され て きた仏教 地域 や 言語 を積極 的 に 取 り入 れ て い る こ と ， そ し

て 4）中世 ・近世仏教 も積極的 に掲載 し歴 史的 にバ ラ ン ス を とっ て い る こ とが挙

げ られ る． 大学 に お ける 仏教学 の 講座 は
， 大学外 の 団体 に よ る寄付 や マ イ ン ドフ

ル ネス 運 動に刺激 され た科学 と仏教学 の 関 わ りにつ い て の 研 究等 を要 因 と して
，

今後 も現在の 勢い を維持する もの と思 わ れ る ．

発表 2 「韓 国にお ける 仏教研究の 現状 と展望」金 天鶴 （東国大学校教授）

　 近代以 降 の 韓 国 の 仏 教研 究 は 日本 の 仏教 研 究 方 法や 成果 に依 る もの が 多か っ た

が ， 1910年代 の 韓 国独 自な研 究以 降 ，
1960年代 に 入 っ て よ うや く学 問体制 が 整

い 始 めた と言え る ． 中で も，1962年の 東 国大学校 の 仏 教文化研究 院の 設立 と 1973

年の 韓 国仏教 学会の 創 立が代 表的動 きだ とい える． 尚 ， 日本印度学 仏教 学会で 発

表 さ れ る 論稿 は， 2002年ご ろ 迄 は重要 なモ デ ル と な っ て い た が ， 最 近英語で の

論 文発表 を推 奨す る各大学 の 方針 に よ っ て その 重要性 が低 下 した． 近年 ， 仏教研

究 は思想 中心 とな り文献学 の 割合 が 減 っ た が ， そ れ は ， 近現代仏教 の 研 究が ホ ッ

トに な っ た か らで ある ． その 中で
， 国が 推進す る 人文学 の 世界化 を 目指す 10年

プ ロ ジ ェ ク トに
，

金 剛大学校仏教 文化研 究所 が 「仏教古 典語 ・古典 文献 を通 して

見た文化の 形成 と変容及び受容過程研究」， 東国大学校が 「Glocalityの 韓国性

仏教学 の 文化拡 張談論」 と題 す る テ ー マ で 参加 して い る ．

発 表 3 「中国 に お ける 仏教 研 究 の 現状 と展 望 」 張 文 良 （中国人民大学教授）

　 新 しい 動 向 と して は ， 以 下 の こ とが 注 目 され る． 1）文献学研 究 （特 に敦煌仏教

文献研究）の 機運 の 高ま り．2）研 究の 基礎 とな る資料整理 の 作業が 進め られ ， 『蔵

外文献』， 『民国仏教雑誌文献集成』， 『中国地方志仏道文献総纂』 な どの 出版． 3）

宗教社会学 の 方法 を用い て ， 寺院経済 ， 仏教社 会事業 ， 社 会参加仏 教 な どを研 究
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す る学者 の 増化．4）仏教制 度の 研 究 ，
仏 教 と政 治 との 関係 に 関す る研 究 の 進展．

5）海外研 究 に 関す る紹介の 増化．6）人 材育成の 領域 に お い て 仏教界 と海外 との

連携 の 強化．

　 中国仏 教研 究 に は， 次 の よ うな 問題 点や 今後 の 課題 が 存在す る． 1）中国仏 教

研 究 へ の
一

極 集 中． 2）宗教 専 攻 の 院 生 た ち の 語 学 （特 に サ ン ス ク リ ッ ト）の 訓 練

の 不足． 3）研 究 の 方法論 の 不確 立 ． 4） 学術組織 の 不 整備． 5） 海外 の 研 究成 果

が 中国人 の 研究に 反映 され て い ない こ と．6）院生 の 質の 向上 ．

発 表 4 「ヨ
ー ロ ッ パ に お け る 仏教研 究の 現 状 と展 望」 フ レ デ リ ッ ク ・ジ ラ

ー
ル

（フ ラ ン ス 国立 大学極東学院教授）

　発表 で は
， 欧州全 体 に 渡 っ て 各 国の 仏教研 究の 状 況 を幅広 く網羅 した が

， 他の

3 つ の 地 域 と比 べ て 文 献学 の 割 合 が大 きい と い う特徴 が あ る ． そ の 点に 関 す る 一

部 を紹介 しよ う．Collさge　de　Franceで は 19世紀初頭か ら文献学の 伝統が ある ．　 Paul

Demi6villeは中 国禅宗 史 を 中心 と して ， 仏教研 究各領域 に幅広 く大 きな刺 激 を与

えた． 彼の 『臨済録 』 の 訳 は傑作 で
， 研 究者以 外 に と っ て も古代 ギ リシ ャ の 哲学

の 書物 を読 むかの よ うに 受 け入れ られ て い る ．Jean　Filliozatは 印度中国仏教 の 教

学 ・歴 史の 詳 しい ガイ ドと して 使 える 『印度学教 科書』 を編纂 した．Andr6　Bareau

は ， 釈迦 の 伝記 の 文学 的研 究お よ び原 始仏教 の 文献学 的研 究 を通 じて
， 釈迦入滅

を紀元前 350年頃 に 定め た ． こ の よ うな過去の 業績 を基 に ， 欧州 の 各大学が 財 政

的制約 に制 限 され て い る に も関わ らず ， フ ラ ン ス の 仏教徒 が全人 口 の 2％ を超 え

た こ とが 象徴す る よ うに欧州 全体で の 仏教へ の 関 心 の 高 ま りに刺 激 され ， 仏教研

究 は 衰 える こ とは ない で あ ろ う．

レス ポ ン デ ン ト ：斎藤明 （東京大学教授）

　以上 の 4 つ の 発表 を受 け ， 氏 は
， それ ぞれ の 発 表 に 対す る 簡単 な コ メ ン トを述

べ る と と もに
， 近代 日本 に お ける 仏教研 究の 特色 を描 い た うえで ， 今 後の 仏 教研

究 に 期待 され るい くつ か の ポ イ ン トを挙 げた ．氏 に よれ ば， 近代 日本の 仏教研究

は ， 伝 統的 な漢文教育 と宗学研 究 を基礎 に
， 新 た に ヨ

ー ロ ッ パ 由来の 近代仏教学

が 導入
・接合 され る形 で 成立 した とい う． その 上 で 氏 は ， 今後， 日本の 仏教研究

に期待 され るの は ， 1）国際的な学術交流 をよ り積極的 に進 め る 中で
，
2）各宗派

の 教理 を支える教判 （教相判釈）の 見直 し と相対化 を図 り， 3）現代社会が抱 える

多 くの 問題 を ， 学 派や宗派 ， さ ら には宗教 問の 壁 をもこ えて 真剣 に 論 じ合い
， 改

善 に 向けた 具体 策 を
一

つ
一

つ 堤起す る と と もに ， そ の 実現 を 図 る こ とに あ る と結

ん だ．

（発表者の 報告が必要 な方 は ， 学会名簿 を通 して 田 中ケ ネス へ 連絡 をお願 い 致 します．）

一 830

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


